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衆
議
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議
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中
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第

九
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号



衆
議
院
議
員
中
根
康
浩
君
提
出
公
的
年
金
の
支
給
業
務
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
六
月
に
年
金
給
付
シ
ス
テ
ム
（
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
、
年
金
相
談
等
に
使
用

さ
れ
る
年
金
給
付
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
一
部
を
即
時
処
理
と
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

変
更
し
た
際
の
誤
り
に
よ
り
発
生
し
た
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
老
齢
厚
生
年
金
の
加
給
年
金
等
（
以
下
「
加
給
年
金
」
と
い
う
。
）
の
過
払
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
六
月
に

公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
者
数
は
六
千
二
百
四
十
九
人
で
あ
り
、
そ
の
金
額
は
二
十
四
億
千
五
十
一
万
五
千

九
百
二
十
円
で
あ
る
。
な
お
、
加
給
年
金
の
過
払
の
対
象
者
ご
と
に
過
払
金
額
を
把
握
し
、
管
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

お
尋
ね
の
年
度
ご
と
の
対
象
者
数
及
び
過
払
金
額
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理
上
の
必
要
性
が
な
い
こ
と
か
ら
把
握
し

て
お
ら
ず
、
ま
た
、
新
た
に
区
分
し
、
集
計
す
る
こ
と
は
、
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
加
給
年
金
の
過
払
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
者
ご
と
に
年
金
額
の
変
更
を
行
っ
て
お
り
、
過
払
分
に
つ
い

て
は
法
律
上
の
原
因
が
な
い
こ
と
か
ら
、
過
払
の
金
額
等
を
お
知
ら
せ
し
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
に
基
づ
き
返
納
を
請
求

一



し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
加
給
年
金
の
過
払
の
対
象
者
一
人
当
た
り
の
返
還
請
求
額
の
分
布
に
つ
い
て
は
、別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

加
給
年
金
の
過
払
の
対
象
者
全
員
に
対
し
て
返
還
請
求
を
行
っ
て
お
り
、
対
象
者
ご
と
に
現
金
に
よ
る
一
括
返
納
若
し
く

は
分
割
返
納
又
は
年
金
の
減
額
調
整
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
度
末
時
点
の
返
納
さ
れ
た
額
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、
加
給
年
金
の
過
払
の
対
象
者
の
う
ち
、
返

納
方
法
に
つ
い
て
申
出
を
行
っ
た
者
の
数
は
、
本
年
四
月
三
十
日
現
在
で
六
千
百
十
一
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
過

払
総
額
は
二
十
三
億
四
千
七
百
十
九
万
六
千
六
十
九
円
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

加
給
年
金
の
過
払
は
、
平
成
十
一
年
六
月
に
年
金
給
付
シ
ス
テ
ム
の
一
部
を
即
時
処
理
と
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
た
際
の
誤
り
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
社
会
保
険
庁
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
（
以
下
「
業
務
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
か
ら
シ
ス
テ
ム
開
発
を
委
託
し
た
業
者
へ
の
指
示
が
適
確
に
伝
達
さ
れ
て
い
な

二



か
っ
た
こ
と
及
び
シ
ス
テ
ム
の
運
行
の
事
前
確
認
（
以
下
「
事
前
確
認
」
と
い
う
。
）
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
に
設
置
し
た
事
故
再
発
防
止
策
検
討
委
員
会
が
平
成
十
五
年
十
二

月
に
取
り
ま
と
め
た
事
故
再
発
防
止
策
検
討
委
員
会
報
告
書
（
以
下
「
委
員
会
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
こ
の
よ

う
な
誤
り
が
再
び
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
委
託
先
に
行
う
指
示
を
文
書
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と

を
徹
底
し
た
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
事
前
確
認
の
充
実
を
図
る
な
ど
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

一
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
御
指
摘
の
振
替
加
算
（
以
下
「
振
替
加
算
」
と
い
う
。
）
の
未
払
は
、
社
会
保
険
事
務
所

（
地
方
社
会
保
険
事
務
局
事
務
所
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
業
務
セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
「
年
金
受
給
報
告
書
」
（
振

替
加
算
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
配
偶
者
の
加
給
年
金
に
関
す
る
情
報
を
得
る
た
め
の
報
告
書
）
の
進
達
漏
れ
等
に
よ
り

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
対
す
る
事
務
処
理
の
説
明
、
周
知
の
不
徹
底
等
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
報
告
書
に
基
づ
き
、
業
務
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
「
国
民
年
金
・
厚
生
年

三



金
保
険
年
金
給
付
関
係
業
務
取
扱
要
領
」
の
整
備
を
図
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
振
替
加
算
の
当
該
未
払

の
対
象
者
数
は
三
万
三
千
四
百
人
で
あ
り
、
そ
の
金
額
は
二
百
四
十
九
億
七
千
二
百
六
十
八
万
九
千
十
四
円
で
あ
る
。
ま
た
、

振
替
加
算
の
未
払
の
対
象
者
ご
と
の
未
払
金
額
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
年
度
ご
と
の
当

該
人
数
及
び
当
該
金
額
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理
上
の
必
要
性
が
な
い
こ
と
か
ら
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
新
た

に
区
分
し
、
集
計
す
る
こ
と
は
、
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
振

替
加
算
の
未
払
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
振
替
加
算
の
開
始
月
が
属
す
る
年
度
ご
と
に
区
分
し
た
人
数
及
び
そ
れ

ら
の
者
の
平
成
十
五
年
七
月
ま
で
の
未
払
金
額
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

振
替
加
算
の
未
払
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
九
月
十
二
日
に
、
全
額
を
支
払
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

加
給
年
金
の
過
払
の
対
象
者
は
、
善
意
の
受
益
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
返
還
金
に
つ
い
て
は
利
息
を
求
め
て
い
な
い
。

ま
た
、
振
替
加
算
の
未
払
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
九
月
十
二
日
に
、
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
十
四
条
に
基
づ
き
未

払
分
の
支
給
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
未
払
で
あ
っ
た
振
替
加
算
に
つ
い
て
は
利
息
を
付
し
て
い
な
い
。

四



二
の
（
�
）
に
つ
い
て

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
意
加
入
被
保
険
者
（
以
下

「
任
意
加
入
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
事
例
に
該
当
す
る
者
の
人
数
を
区
分
し
、
集
計
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
、
新
た
に
区
分
し
、
集
計
す
る
こ
と
は
作
業
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
数
を
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
か
ら
任
意
加
入
被
保
険
者
の
資
格
取
得
の
申
出
を
受
理
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
当
該
申
出
が
あ
っ
た
と
き

は
、
必
要
に
応
じ
本
人
か
ら
事
情
を
聴
取
し
、
加
入
可
能
年
数
を
超
え
る
者
等
の
加
入
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
な
審
査
を
行
う

と
と
も
に
、
本
人
に
対
し
て
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
月
数
が
満
額

の
年
金
と
な
る
月
数
に
達
す
る
時
期
に
喪
失
の
申
出
が
必
要
と
な
る
旨
を
周
知
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

任
意
加
入
被
保
険
者
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
加
入
す
る
か
否
か
は
申
出
を
す
る
者
の
任
意
で
あ
る
た
め
、
六
十
五
歳
到
達

等
の
場
合
を
除
き
、
国
民
年
金
法
附
則
第
五
条
第
四
項
に
基
づ
き
本
人
が
申
し
出
た
場
合
に
限
り
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失

五



さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
保
険
料
を
還
付
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
事
例

が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
二
の
（
�
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
更
に
市
町
村
へ
の
指
導
を
徹
底
し
て

ま
い
り
た
い
。

な
お
、
第
百
五
十
九
回
国
会
に
提
出
し
た
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
お
い
て
は
、
任
意
加
入
被
保
険

者
が
四
十
年
間
保
険
料
を
納
付
し
た
時
点
に
お
い
て
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
す
る
旨
の
規
定
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

三
に
つ
い
て

市
町
村
の
国
民
年
金
に
係
る
法
定
受
託
事
務
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
国
民
年
金
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め

る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
資
格
記
録
及
び
保
険
料
納
付
記
録
等
の
情
報
並
び
に
同
項
第
二
号
に
定
め
る
第
二
号
被
保
険
者

に
係
る
資
格
喪
失
年
月
日
等
の
情
報
を
市
町
村
が
照
会
で
き
る
よ
う
、
業
務
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
用
サ
ー
バ
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
公
衆
回
線
を
通
じ
て
、
市
町
村
に
設
置
し
た
照
会
用
パ
ソ
コ
ン
に
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
末
現
在
で
四
千
七
百
九
十
三
台
の
照
会
用
パ
ソ
コ
ン
を
市
町
村
に
設
置
し
て
お
り
、
同
年
度
に
お
け
る
各

月
ご
と
の
照
会
用
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
市
町
村
か
ら
の
照
会
件
数
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
で
あ
る
。 六



照
会
用
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
国
民
年
金
に
係
る
法
定
受
託
事
務
の
円
滑
な
実
施
に
資
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

公
的
年
金
制
度
は
高
齢
期
の
生
活
の
基
本
的
な
部
分
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
適
正

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
委
員
会
報
告
書
に
基
づ
き
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
な
ど
厚
生

年
金
保
険
の
保
険
給
付
及
び
国
民
年
金
の
給
付
の
適
正
な
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

七
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